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YANG Yi  
は じ め に  
近代教育が直面している様々な難題を美的なものに救いを求め，しかも一挙に「美」によって  
解決しようという動きが近年，先進諸国の中に見られる。近代教育を再考する上での一つの重要  








のが中国の教育で改めて注目を浴びる要因になっていると言える。   
中国で行われている美育研究の中で，私はこれまで，「独自性」，「独創性」及び「実用性」と  
いう点で国家教育会に高く評価されている越伶例（1955－ ）を中心とする西南地区の「大美  
青系統論」1を取り上げ，検討してきた。趨は，学校教育で美育を無視したり，道徳・政治・芸  
術教育など他の教育に従属させたりする現状を批判し，学校カリキュラムの中で美育に中心の地  
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方および世界観を養う教育（基本的観点の教育）」4 の意味が含まれている。1949年新中国建国以  
来，政府は学校における道徳教育に力を注いでいる。教育における道徳教育の重要性を強調する  
基本的な姿勢に変わりがないが，その捉え方に変化が見られる。それらの変遷については，大き  






を融合し，道徳教育が行われたのである。   
第二段階（1965－1978）一文化大革命という混乱の時代において，政治思想教育や肉体労働が  
































かれるのである。越が「美育は道徳教育の感情の基礎であり手段でもある」10 と言い表したのが  
それである。美による道徳教育は，まさにこの人間の感情といった感性の側面を出発点とする一  
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第2節 感性と理性の統一に基づく審美的視点の提起  
審美的視点に入る前に，われわれは，「審美学」，「美学」という用語は，どのように使われて  
いるのかをまず確認する必要がある。   
「美学」という言葉は，周知のように，バウムガルテン（Alezander Gottlieb Baumgarten，  
1714－1762）のAesthetikというドイツ語に由来した言葉である。中江兆民（1847－1901）はそれ  
を「美学」と訳し，20世紀初頭，この用語は王国維（1877－1927）によって中国に導入され，以  






体に重点を置き，主体の能動性を重視するのである。   
従って，審美的視点の提起によって行われている西南地区の美育は，事物そのものに内在する  
美の探求というより，むしろ，美を感ずる人間側への注目，ひいては美を認識できるような主休  
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はこのような美育を「理性を積み重ねた感性形式」別の教育であると見なしている。   
この美と道徳の関係に対する見方は，中国の伝統的な美育思想に由来する。李沢厚と劉綱紀は  
その特徴を「美と善の統一」，「情と理の統一」21の強調にあると指摘している。それは，「美」と  


















り，後者に関しては，その具体的なものから帰納され重視すべきものからなる。   
従って，審美的視点は美を認識できる四つの分野一自然美，社会美，芸術美及び科学美－の中  
に，上述した二つの側面を取り入れることによって，道徳のあり方を変えて行く手立てとされて  
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いる。  
第3節 審美的視点による道徳教育の具体化  
では，上述の如く，感性と理性の両面を視野に入れ，構成された蕃美的視点が，美育の授業で  
いかに道徳教育と関っているか，具体的な実践例を取り上げ，そのあり方を見て行くことにしよ  
う。   
一例として，祖国愛という道徳の項目が美育の並列目標として取り上げられている自然美と科  
学美を扱う授業を挙げてみよう。   
小学校4年生の美育の授業で，『アザレア』が自然美の教材として取り上げられているが，そ  
の審美的視点は，アザレアの色である「真っ赤な美」である。授業のねらいは，「真っ赤な美」  
を把握することによって，五感で真っ赤な色への審美的感知能九 連想九 想像力を培うという  





意力を喚起し，審美的視点である「真っ赤な美」を子どもの視覚，触覚で容易に読み取らせる。   
「自然界の中で，真っ赤な花は他にありますか」という教師の問いかけに，石棺の花 牡丹，  











する気持ちを培い，道徳の目標としての祖国愛を実現できると考えられている。   
小学校6年生の美育の授業では，『円の連想』が科学美の教材として取り上げられ，「円形の美」  
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て，中学校のリズムを教材としたFリズムの魅力』の授業を見ることにしよう。   
この授業においては，事物の長短，強弱の規則的な交替変化によって現われる「リズムの美」  




曲  名  ・リ ズ ム   形 象   形 象 の 状 態   感  情   
白 鳥 の 死  慢  弱  大白鳥  大白鳥は湖の上を緩やかに 前に進む  緩慢，感傷，典雅   
小白鳥たちは湖の上に戯れ  
4羽の小白鳥  快  中強  小白鳥   る   爽快，活発，軽快   
軽 騎 兵  快  強  騎  兵   
騎兵たちが全力をあげて前  
進する   
跳躍，急進，雄姿   
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音であり，聞こえはしないが，しかし感じられる四季の変化や生活の変化や道端に立っ樹木の形  
などである。それらの音は，どういう形象状態を表し，そして，われわれにどういう感情をもた  





















の四つの原則に基づき制定されている。   
①系統性の原則一小学校，中学校，高校の各段階の生理的，心理的そして認識的発達特徴に応  
じて，教科内容を選択する。これらの内容は，簡単なものから複雑なものへ，具体的なものから  












－324－   
楊：現代中国における西南地区の大美青系統論の研究2  







教師 →  審美的視点 →  
J   
l  典型的事例  
J  




審美的視点の転化 一→  審美的能力の検証  
J  l  
典型的事例の拡大  材料の選択  
J  J  
練習活動  →  練習活動  
†  †  
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の方向性に沿って」遊行われる教育になり得るのである。   
美育における道徳教育の目的は，小，中，高の段階にそって，次のように規定されている。小  
学校においては，自分の祖国，人民，生活を愛する感情を養い，初歩的に善悪，美醜を判断する  
能力を培い，誠実，善良，謙虚，寛大，温厚で自尊自愛の品格を重んじ 勤勉に学問に取り組み，  
独立的な思考，実践，創造的科学精神を育てる器。中学校，高校においては，自分の学習は社会  
主義の現代化を実現する理想と結び付け，道徳観を養い，善悪，美醜を判断する能力を身に付け，  












かく得ている感動を壊し，ひいては解体する恐れがあるのではなかろうか。   
従って，このような道徳のあり方には，一つの矛盾が存在していることを認めざるを得ないで  
あろう。つまり，美的なものを媒介として，道徳を生徒に伝えていくことは，結局，個人の感受  
性をすでに用意された道徳の目的の中に収束していくしかない。 そうだとすれば，美を道徳に附  
属させることを避けようという本来の美育の主旨は裏切られ，再び道徳教育に附属してしまう運  








お わ り に  
美が人間形成にもつ重要性と意味は，何千年にわたって絶えず唱えられ，語り続けられている。  
それだけに，人間形成に何か行き詰まりが生じた際に，そのアポリアを打開する手掛かりを実に  
求めようとするのは古代にしても，現在にしても変わりのない姿であるとも言える。   
そのような姿勢は中国の美育思想にも反映されている。古代，孔子（55ト479B．C．）の人格の  















視点と大きくかかわって展開され，成果を挙げていることは言うまでもない。   
最後に，具体化された授業のあり方から，審美的視点は，どういう意義をもっているのかを次  
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7 例えば，1980年代に善かれた教師用『学校徳育』によれば，小中学校の道徳教育の基本的内容とし  
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11趨伶例『人生価値観の高揚一今日の美育新論』，177亘。  
12 趨伶例『中学校大美青系統論』，31頁。   
13 李択厚『美学三善』，安徽文芸出版社，1999年，442－443頁。愈吾金「美学研究新論」，中国人民大  
学資料『美学』，2000年3月，6－7頁。  
－328一   
楊：現代中国における西南地区の大美青系統論の研究2  
14 何立編『美学と美育辞典』，学苑出版社，1999，2頁。  
15 趨伶例『中学校大美青系統論』，40頁。  
16 趨伶例『人生価値観の高揚一今日の美育新論』，66頁。  
17 同上書，80頁。  
18 同上書，80貢。  
19 鵡伶例編『中学校大美青系統論』，51頁。  
20 同上書，58頁。  
21甲斐勝二，石共琳訳「李沢厚・劉綱紀『中国美学史・緒論』」，『福岡大学綜合研究所報   
180，人文科学編115』，1996年，17－18頁。  
22 趨伶例編F小学校大美青系統論』，47頁。  








24 甲斐勝二，石其琳訳「李沢厚・劉綱紀『中国美学史・緒論』」，17頁。  
25 愈吾金「美学研究新論」，中国人民大学資料『美学』，2000年，3，9亘。  
26 趨伶例『人生価値観の高揚一今日の美育新論』，101亘。  
参 考 文 献  




葉朗『中国美学史綱要よ 上海人民出版社，1985年。  








－329－   
